
チューリップ(花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる)
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トップジンＭ水 1 *a 1 ◎

*a ◎
*f ◎

アフェットFL 7 *d 3 ◎ ◎ ◎
カナメFL 7 劇 *f 1 球 球
バシタック粉剤ＤＬ 7 *f 1 ◎

*d 7 ◎ ◎
*f 1 球 球

フロンサイド粉 29 *f 1 ◎
オンリーワンFL 3 *f 1 ◎
スポルタック乳 3 *f 1 ◎
トリフミン水 3 *f 1 ◎
トリフミン乳 3 *f 1 ◎

*f 1 ◎
*e 5 ◎

リゾレックス粉 14 *c 1 ◎
エムダイファー水 M3 *d 8 ◎
オーソサイド水80 M4 *b 8 ◎
ダコニール1000FL M5 - 6 ◎
ベルクートFL M7 *h 8 ◎

アタッキン水 1･25 *a 1 ◎ ◎

ホーマイコート水 1･M3 *a 1 ◎

ホーマイ水 1･M3 *a 1 ◎

ラビライト水 1･M3 - 5 ◎ ◎

ティービック水 20･M3 *f 1 ◎

ポリベリン水 19･M7 *d 8 ◎ ◎

ジメトエート粒５ 1B 劇 *i 3 ◎
*h 3 ◎
*j 1 球

ダニゲッターFL 23 *f 1 球
モベントFL 23 *k 2 ◎
ウララ50ＤＦ 29 *h 6 ◎

ハチハチFL 21A 劇

*a:植付前又は貯蔵前　*b:球根掘取時及び植付時(球根浸漬)　*c:植付時　*d:発病初期
*e:植付後～萌芽前　*f:植付前　*h:発生初期　*i:定植時　*j:掘取後～植付前
*k:摘花後～球根掘取前まで　球:球根浸漬

ベンレート水 1 2

14

29

リゾレックス水

フロンサイド水
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チューリップ(花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる) 

 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
葉腐病 植付前また

は植付時 
・発病のおそれのある所では次の
薬剤のいずれかを処理し、土壌混
和する。 
 フロンサイド粉剤  
  植付前 30～40kg/10a 
リゾレックス粉剤  

  植付時 10～20kg/10a  

 病原菌は低温性のリ
ゾクトニア菌である。 
 
 

灰色かび
病 

 ・室内、フレーム内はできるだけ
湿度を低く保つ。 

 
 
 
 
●耐性菌を生じるおそ
れがあるので連用しな
い。 

生育期 
(出蕾前) 

・発病前から次の薬剤のいずれか
を散布する。 
 フロンサイド水和剤 
  2000～4000倍 
 ラビライト水和剤● 500～800倍 

球根腐敗
病 

植付前また
は貯蔵前 

1.購入球根はただちに平箱にひろ
げ、病球を除去して十分乾燥させ
る。 
2.貯蔵前又は植付前に次の薬剤の
いずれかで球根消毒する。 
 アタッキン水和剤 
  球根重の0.2～0.5％粉衣 
 スポルタック乳剤＃ 

100倍15分または200倍30分浸漬 
 フロンサイド水和剤＃ 
  100～200倍15分浸漬 
 ベンレート水和剤 
  20倍瞬間浸漬＃ 

100～500倍15～30分浸漬 
球根重の0.1～0.2％粉衣 

 ホーマイ水和剤 200倍 30分浸漬 
  球根重の１％粉衣 
3.次の薬剤いずれかで土壌消毒す
る。 
 ガスタード微粒剤＊ 
 バスアミド微粒剤＊ 
  いずれも20～30kg/10a 

 
 
 
 球根消毒(浸漬消毒)
の終わったものは陰干
し後、貯蔵する。 
 
＃植付前のみに適用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊花き類・観葉植物で
の登録 

かいよう
病 

植付前 ・次の薬剤で球根を粉衣する。 
 アタッキン水和剤 
  球根重の0.2～0.5％粉衣 

 春先寒暖の差が激し
い年に発生が多くな
る。 
 病原細菌は種球で越
冬する。 
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チューリップ(花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる) 

 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
アブラム
シ類 

 1.発生初期に次のいずれかの薬剤
を散布する。 
 オルトラン粒剤(株元散布)＊ 
  3～6kg/10a  
ウララ50ＤＦ 10000倍 

2.施設栽培ではくん煙剤を使用す
る(くん煙剤の項参照)。 

 つぼみや花弁に寄生
が多い。 
＊花き類・観葉植物で
の登録 

チューリ
ップサビ
ダニ 

植付前 ・次の薬剤で球根浸漬を行う。 
ダニゲッターフロアブル 
       500倍     15分 

 
 

クキセン
チュウ 

植付前 1.連作をさける。 
2.球根を50℃の温湯に20～30分間
浸漬する。 

 

その他の病害虫 モザイク病 
 

トルコギキョウ(花き類・観葉植物の登録農薬も使用できる)
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トップジンＭ水 1 - 5 ◎ ◎

ベンレート水 1  *d 1 灌

パレード20FL 7 *c 3 ◎ ◎

アミスター20FL 11 *e 5 ◎

ファンタジスタ顆水 11 *c 5 ◎ ◎

メジャーFL 11 *a 3 ◎

スコア顆水 3 *e 6 ◎

ポリオキシンＡＬ溶 19 *c 8 ◎

ジマンダイセン水 M3  *c 8 ◎

マイコタール - *a - シ

ジェイエース粒 1B *a 5 ◎ ◎

スミフェート粒 1B *a 5 ◎ ◎

ラグビーＭＣ粒 1B *b 1 ◎

アディオンFL 3A - 6 ヒ

スカウトFL 3A 劇 - 5 ◎ ◎

テルスタ－FL 3A 劇 - 3 ヒ

トレボン乳 3A - 6 ◎

マブリック水20 3A 劇 *a 2 ◎

アクタラ顆溶 4A *a 6 カ ◎ ◎

マトリックFL 18 *a 4 ◎

*a 3 ◎ ◎

*f 1 灌

*a:発生初期　*b:植付前　*c:発病初期　*d:定植前日
*e:発病前～発病初期　*ｆ:定植前日～定植当日
カ:ミカンキイロアザミウマ
シ:施設栽培でミカンキイロアザミウマに登録
ヒ:ヒラズハナアザミウマ
灌:セル成型育苗トレイ又はペーパーポットに灌注処理する。

ヨーバルFL 28
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